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学校行事コミュニケーションファイルについて

学校行事コミュニケーションファイルは【話合いのルール】【話合

いの手順】、児童が記述する【ワークシート】で構成されています。

【話合いのルール】【話合いの手順】は、計画委員等と話合い、児

童の実態に合わせてご活用ください。また、児童が共通理解し、協力

して話合いができるように、話合いの最初の段階（学年初め等）に全

児童に配布し活用すると効果的だと思います。

【ワークシート】の活用と評価について
自分の意見を探ろう

学級活動の最初の段階で、学校行事に意識を向けるために活用します。

なるべく多くの考えを出すことを目的としています。グループの話合い

で付け足した考えは、印を付けたり、色を変えると児童の思考の動きが

把握できると思います。

評価：学校行事に積極的に参加しようとしている。(関心・意欲・態度)

学校行事の意義を理解している。 （知識・理解）

話合い活動ノート
前時の活動での考えで、特に集団として活動するときに大切に感じる

内容を選び、自分の意見として書きます。話合いができるように理由も

書きます。

裏面は、話合いで決定したこととそれに対する自分の目標（自分が集

団のためにできることやがんばること）を書きます。話合いの振り返り

も行います。

評価：集団の一員としての自覚をもち、自他のよさや自己成長などに

ついて考えている。 （思考・判断・実践）

学校行事を振り返ろう
学校行事後の各自の振り返りを書きます。よくできたことやがんばっ

たことに目を向けさせ、グループでの話合いを行います。裏面は、学校

行事の体験を今後の生活にどのように生かすか考えます。

評価：集団の一員としての自覚をもち、望ましい人間関係や行動の在

り方などについて考え、協同して実践している。(思考・判断・実践)

学校行事の意義を理解している。 （知識・理解）



学校行事
コミュニケーションファイル

年 組 番 名前

話合いグランドルール
立 小学校 年

１ みんなで参加して楽しもう

２ うなずいたり、相づちを打ったり
して、発言を受け入れよう

３ みんなで練り合って、新しい考え
を出そう

４ よい意見には拍手をしよう

５ みんなで決めたことを大切にし
よう
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話の聞き方

○ 発言を受け入れて（否定しないで）理解しよう

○ 話は最後まで聞こう

○ うなずいたり、相づちをうって聞こう

「いいね」「そうだね」「そっか」「なるほど」

○ 自分の考えと同じところやちがうところを見つけよう

○ わからないことは質問をしよう

発表の仕方

○ 「わたし（ぼく）」を主語にして発表しよう

○ 最後までしっかり話そう

○ 友だちの方を向いて話そう

○ みんなに聞こえる声で話そう

○ 結論を言ってから話そう

○ 理由も言おう

折り合いの仕方

○ 話合いのねらいにあっているか考えよう

○ みんなで取り組めるか考えよう

○ 相手の意見のよいところを見つけよう

○ 意見を合わせてよりよい考えを出そう

聞き方・発表・折り合い

○委員の選出

・各学級から２～３名

・計画委員は、その都度前の学校行事とはちがう児童を選出する。

○仕事の分担と仕事内容（学年３クラスで各クラス２名選出の場合）

・司会グループ・・・３名（司会１名 副司会２名）

司会者・・・話合いを進める。

副司会・・・司会者を手伝う。指名を中心に行う。時計を見て，進み

具合を確認する。

・記録グループ・・・３名（ノート書記１名 黒板書記２名）

黒板記録・・・見やすさを考えて，出された意見を黒板に書く。短冊を

掲示したり、短冊を動かしたりする。

ノート記録・・・黒板に書かれた意見を学級活動ノートに書く。

最後に決定したことを発表する。

○話合いの準備

議題の選定 目標を達成したり，問題を解決したりするために，話し

合う議題をみんなの意見から決める。

議題設定の理由 議題を設定した理由を説明できるようにする。

議題の発表 各クラスに決定した議題と理由を発表する。

話合いの計画 話し合う内容や順番などを決める。

学年計画委員会の進め方

計画委員は，話合いの議題を決定し，計画を考え，話合い活動の司会や

記録をする役割があります。

議題はみんなが話し合う必要があるものの中から選定します。
提案理由を発表するときに、どうして話し合う必要があるの
か、計画委員の思いを強く訴えることが大切です。
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【全体の話合い活動の基本の進め方です。その時の流れに応じて進められるように

がんばりましょう。】

①はじめの言葉

「これから○○○○についての話を始めます。」

②役割紹介

「今日の話合いの役割の自己紹介をします。」

「司会の○○○○です。（がんばることを一言）よろしくお願いします。」

「副司会の○○○○です。（がんばることを一言）よろしくお願いします。」

「黒板書記の○○○○です。（がんばることを一言）よろしくお願いします。」

「ノート書記の○○○○です。（がんばることを一言）よろしくお願いします。」

③議題の確認

「今日の議題は、○○○○○です。」

④議題提案の理由

「議題提案理由の説明を計画委員の○○○○君（さん）お願いします。」

⑤話し合うことの確認

「話合いの内容は、１つめは○○○○です。２つめは○○○○です。」

⑥めあての確認

「今日の話合いのめあてをみんなで言います。（さんハイ）○○○○○」

⑦決まっていることの確認

「決まっていることの確認をします。副司会の○○○○君（さん）お願いします。」

「決まっていることは、○○○○○○です。」

⑧グループの話合い

「それでは、話合いに入ります。まずグループの話を行います。グループの司会の

人が中心に話合いを始めて下さい。グループの話合いの時間は、○○分です。そ

れでは、よろしくお願いします。」

学年全体の話合い
⑨全体の話合い

【グループの発表】

「話し合ったことをグループの司会の人が発表してください。」

（黒板書記が短冊を黒板に貼る。貼りながら仲間分けをする。）

【集団討議】

「各グループから出された意見について、質問や意見をだしてください。」

「まとめられる意見はありますか。」

（出された意見に対して、色カードを使い賛成反対の意志表示をさせる。）

（意見がまとまらない場合・対立する場合）

「それぞれの立場の考えを、もう少し詳しく説明をして下さい。」

「今の説明を聞いて、みんなで新たな意見を考えて下さい。」

（必要があれば、グループで再度話合いをしてもらう。）

【集団決定】

「まとめたいと思います。出された意見をまとめて○○○にしたいと思います。

いいですか。」（色カードで全員の意志確認をする）

⑩決まったことの発表

「決まったことをノート記録の○○○○君（さん）に発表してもらいます。」

「今の発表内容でいいですか。」

⑪先生のお話

「先生のお話です。先生お願いします。」（先生の話）「ありがとうございました。」

⑫話合いの振り返り

「今日の話合いの振り返りをしてください。」

⑬終わりの言葉

「これで○○○○についての話合いを終わりにします。」
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【グループ話合い活動の基本の進め方です。その時の流れに応じて進めましょう。】

①初めの言葉

「これから、グループでの話合いを始めます。」

②フセンを貼りながらの意見の発表

「フセンを貼りながら、まず意見を発表してください。次に理由も言ってくださ

い。」

「フセンが２つ以上ある人は、離して貼ってください。似ている意見のフセンは、

近くに貼ってください。」

「聞く人は、よい考えだと思う時は、うなずいたり、「いいね」「そっか」などの

声をかけてください。」

「まず○○君（さん）お願いします。」（順番に）

③仲間分け・見出し

「まとめられると思う意見はありますか。」

「意見ごとに見出しをつけてください。」

《手順》

④考えを深める

「出された意見を見て、考えを付け足したり、具体的な意見を出して下さい。」

（出された意見に質問をしたり、説明を求めたりする。グループの司会は、必要

があれば、指名をする。意見の付け足しを、台紙に直接書く。）

⑤スローガンを決める

「出された意見から、スローガン（キーワード）を考えたいと思います。」

「このグループの考えをまとめて、表せるような言葉を出してください。」

《手順》

⑥終わりの言葉

「これでグループでの話合いを終わりにします。ご協力ありがとうございました。」

グループの話合い

考えをたくさん

出してもらう。
出された考えを

まとめる。

まとめられるような新しい言葉

にならないかな。

より自分たちの気持ちが表せる

ような言葉はどれだろう。

まとめた意

見を短冊に

書く。

似た意見を集め

る。フセンを動

かす。

全体を見渡して、

さらにまとめられ

ないか考える。

まとめた意見を線

で囲み、見出しを

つける。

見出しを見比べ、

さらに大きなまと

まりにする。

一言！

１ 議題を決めよう

○アンケートや前学校行事の反省から

《話し合う議題》

２ 話し合うこと

①

②

３ 話し合うときのめあて

４ 議題提案の理由

５ 役割分担

司 会【 】 副司会【 】

黒板記録【 】 ノート記録【 】

議題の提案【 】

議題を決めよう
話合いの計画を立てよう
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学級活動ノート 月 日（ ） 時間

目
議題

司 会（ ） 副 司 会（ ）
ノート書記（ ） 黒板書記（ ）

話合いのめあて

話し合うこと ①

②

話合いで出された意見を書く。

決まったこと

学年 組 名前（ ）

○議題に対するイメージマップ
（知っていること・思い・友達の考えを聞いて考えたことなどをたくさん書こう）

自分の意見を探ろう

議題
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月 日 曜日 学年 組 番 名前（ ）

話合いのめあて（計画委員から）

決まっていること

計画委員

司 会（ ） 副司会（ ）

ノート記録（ ）黒板記録（ ）

議題提案者（ ）

話し合うこと①

自分の意見 理由

自分の意見 理由

自分の意見 理由

意見はフセン紙にも書いてください。

話し合うこと②スローガン
自分の意見 理由

議題

話合い活動ノート
学年 組 番 名前（ ）

○話合いで集団決定したこと

○自分の目標（がんばりたいこと）

○話合いの振り返り

☆話合いのめあてを考えて、話し合うことができましたか。 ４ ３ ２ １

☆友だちの意見のよいところを考えながら、聞くことができましたか。 ４ ３ ２ １

☆自分の意見を進んで発表できましたか。 ４ ３ ２ １

☆決まったことや自分がこれから何をしたらよいかわかりましたか。 ４ ３ ２ １

☆話合いをして、「 」への意欲が高まりましたか。 ４ ３ ２ １

話合いを通して感じたこと・「 」について
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年 組 番 名前（ ）

○「 」を振り返ろう

４ できた ３ ややできた ２ もう少し １できなかった

①みんなで決めたスローガンに向けてがんばることができましたか。 ４ ３ ２ １

②自分のめあては達成できましたか。 ４ ３ ２ １

③友だちとたくさん話をすることができましたか。 ４ ３ ２ １

④自分の考えを友だちに伝えることができましたか。 ４ ３ ２ １

⑤友だちのよい面を見つけることができましたか。 ４ ３ ２ １

⑥自分の役割をきちんと果たし、学年・学級のために力を
４ ３ ２ １尽くすことができましたか。

○よくできたこと・がんばったこと （フセンにも書きましょう。）

○もう少しがんばりたかったこと

学校行事を振り返ろう
年 組 番 名前（ ）

○「 」で体験したことを学校生活のどんな場面で生かしたいと思いますか。

○「 」や話合い活動について、今思うことを書きましょう。
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